
エコル
ー
ツ
紀
行―

―

玉
岡
か
お
る
作
家

40

次
代
へ
と

流
れ
続
け
る

京
の
水

水
力
発
電
発
祥
の
地
、

京
都・蹴
上
を
訪
ね
て

琵
琶
湖
の
水
で
京
の
都
を
潤
す―

―

そ
れ
は
京
都

人
に
と
っ
て
積
年
の
悲
願
だ
っ
た
。
か
の
平
清
盛

や
豊
臣
秀
吉
も
挑
ん
で
は
挫
折
し
、
つ
い
に
は
匙

を
投
げ
た
と
い
う
。
と
き
の
為
政
者
さ
え
な
し
得

な
か
っ
た
そ
の
夢
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
は
、

一
八
九
〇
年
、
平
安
京
に
遷
都
さ
れ
て
か
ら
実
に

一
〇
九
六
年
後
の
こ
と
だ
。
こ
の
「
京
都
千
年
の

夢
」
を
叶
え
た
の
は
、
ど
ん
な
人
た
ち
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
ま
た
彼
ら
の
偉
業
は
、
京
都
に
、
そ
し

て
日
本
に
、
何
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
…
…
。
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一
石
二
鳥
な
ら
ぬ
、

一
石
七
鳥
！

　

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
京
都
・

東
山
。
新
緑
の
薫
り
が
漂
い
始
め
た
通
り

に
は
、
観
光
客
が
引
き
も
切
ら
ず
行
き
交

っ
て
い
る
。
人
並
み
が
途
切
れ
る
と
、
涼

し
げ
な
水
音
に
気
づ
く
。
そ
れ
が
京
の
街

を
潤
す
「
琵
琶
湖
疏
水
」
の
流
れ
だ
っ
た
。

　

琵
琶
湖
疏
水
は
、
一
八
六
九
年
（
明
治

二
年
）
に
東
京
が
首
都
に
な
り
、
火
が
消

え
た
よ
う
に
寂
れ
た
京
都
を
再
興
す
る
た

め
、
一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
年
）、
第

三
代
京
都
府
知
事
の
北
垣
国
道
に
よ
っ
て

計
画
さ
れ
た
。
目
的
は
、「
水
車
を
使
っ

て
新
た
な
工
業
を
興
す
」
こ
と
と
、「
舟

運
を
拓
い
て
物
流
を
活
性
化
さ
せ
る
」
こ

と
と
い
う
の
が
、
よ
く
聞
く
説
明
。
で
も

実
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
、

と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
琵
琶
湖
疏
水
記

念
館
の
井
垣
成
量
館
長
。

　
「
日
本
国
内
に
は
約
四
百
の
疏
水
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
灌
漑
な
ど

単
一
目
的
の
も
の
。
で
も
琵
琶
湖
疏
水
は
、

七
つ
も
の
目
的
を
持
つ
総
合
開
発
事
業
だ

っ
た
ん
で
す
」

4142

　

そ
う
教
え
ら
れ
、
北
垣
が
著
し
た
と
い

う
「
起
工
趣
意
書
」
を
読
む
と
、
確
か

に
、
①
製
造
機
械
（
水
車
利
用
）、
②
運

輸
（
舟
運
）、
③
田
畑
の
灌
漑
、
④
精
米

水
車
、
⑤
防
火
、
⑥
井
泉
、
⑦
衛
生
、
の

七
項
目
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
総

合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
一
石
二
鳥
ど
こ

ろ
か
“
一
石
七
鳥
”
を
狙
っ
た
と
い
う
の

だ
か
ら
恐
れ
入
る
話
だ
。

　

し
か
も
各
項
目
に
は
、「
水
車
な
ら
安

全
で
煙
霧
の
害
の
心
配
も
な
い
」「
舟
運

を
拓
け
ば
運
賃
が
安
く
な
り
、
流
通
が
促

進
さ
れ
る
」「
清
浄
な
水
が
あ
れ
ば
伝
染

病
の
蔓
延
も
防
げ
る
」
等
々
、
経
済
か
ら

環
境
、
市
民
生
活
ま
で
考
え
た
“
疏
水
の

効
用
”
が
、
具
体
的
数
値
と
と
も
に
、
事

細
か
に
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
記

述
は
、
今
私
が
読
ん
で
も
思
わ
ず
う
な
ず

い
て
し
ま
う
説
得
力
に
満
ち
て
い
た
。

主
任
技
師
は
二
十
三
歳

　

疏
水
記
念
館
か
ら
南
禅
寺
へ
。
井
垣
館

長
の
案
内
で
、
境
内
を
横
切
る
水
路
閣
を

見
て
、
疏
水
伝
い
に
小
道
を
し
ば
ら
く
さ

か
の
ぼ
る
と
、
や
が
て
見
通
し
の
よ
い
広

場
に
行
き
着
い
た
。
こ
の
あ
た
り
が
蹴
上

琵琶湖疏水記念館
琵琶湖疏水竣工百周年を記念して１９８９年
にオープン。疏水工事の測量図や、工事の
様子を描いた絵画、インクラインの模型な
ど、さまざまな資料を展示。また疏水の流れ
に面した中庭には、第1期の蹴上発電所で
使用されたペルトン式水車やスタンレー式
発電機も展示されている。入場無料。毎週
月曜（祝日の場合は翌日）と年末年始休館。

玉岡かおる　１９５６年兵庫県生まれ。神戸女学院大学文学部社会学科卒。中学教諭を務めた後、８７年『夢食い魚のブルー・グッドバイ』で作家デ
ビュー。主な著書『お家さん』『をんな紋』『天涯の船』『タカラジェンヌの太平洋戦争』など。ＴＢＳ「ブロードキャスター」、関西テレビ「スーパーニュース・
アンカー」などのコメンテイターとしても活躍中。日本河川協会理事、いなみ野パールプロジェクト推進実行委員会会長。

ペルトン式水車

琵琶湖疏水
明治期に築かれた琵琶湖疏水は、大津市観音
寺から京都市伏見区までを結ぶ第１疏水（全長
約２０ｋｍ、１８９０年完成）、全線トンネル式で、
蹴上で第１疏水と合流する第２疏水（全長約７.４
ｋｍ、１９１２年完成）、蹴上から分岐して左京区
北白川に至る疏水分線（全長約8.4ｋｍ、１８９０
年完成当時；現在は約3.3km）からなっている。
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船
溜
。
か
つ
て
、
三
十
石
船
を
載
せ
た
台

車
が
往
来
す
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（
傾
斜
鉄

道
）
の
始
発
点
と
し
て
賑
わ
っ
た
場
所
と

の
こ
と
。
高
低
差
の
あ
る
京
の
街
を
船
で

行
き
来
さ
せ
る
た
め
、“
船
を
山
に
登
ら

せ
た
”
発
想
に
も
驚
く
。

　

今
は
静
か
な
広
場
の
一
画
に
一
体
の
銅

像
を
見
つ
け
た
。
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を
見
つ

め
る
よ
う
に
立
つ
こ
の
銅
像
の
青
年
こ
そ
、

疏
水
工
事
の
主
任
技
師
を
務
め
た
田
邉
朔

郎
だ
っ
た
。
い
か
に
も
理
知
的
な
容
貌
だ

が
、
何
よ
り
そ
の
若
々
し
さ
に
驚
か
さ
れ

る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
田
邉
は
当
時
ま

だ
二
十
三
歳
の
青
年
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
。

　

と
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
た
だ
の
青
年

で
は
な
い
。
工
部
大
学
校
（
現
東
京
大
学

工
学
部
）
で
ト
ン
ネ
ル
工
事
や
疏
水
に
つ

い
て
学
ん
だ
英
才
で
、
卒
業
論
文
も
ず
ば

り
「
琵
琶
湖
疏
水
計
画
」。
卒
論
作
成
中

の
田
邉
と
面
談
し
た
北
垣
知
事
は
、
彼
な

ら
託
せ
る
と
、
翌
年
の
卒
業
と
同
時
に
採

用
し
、
重
任
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
に
し
た

と
い
う
。
そ
れ
に
し
て
も
京
都
の
復
興
を

賭
け
た
大
事
業
を
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
一
青
年
に
託
す
な
ど
、
こ
の
う
え

な
い
英
断
だ
。
抜
擢
し
た
北
垣
も
す
ご
い

が
、
臆
せ
ず
引
き
受
け
た
田
邉
も
見
事
と

4344

水路閣
南禅寺境内を横断するアーチ型の
水道橋「水路閣」は、全長９３.２ｍ、
幅４ｍ、高さ１３ｍ。分線の高さを
維持し、かつ後背地にある亀山天
皇陵を避けるため、このような形に
なった。ローマ水道橋を模したとも
言われるその外観は、古都の景観
を損なうとして、建設当時は福沢
諭吉など多くの文化人に酷評され
たが、今では東山の名勝の1つ。
今も水が流れている。

田邉朔郎銅像
１８６１年、江戸に生まれた田邉朔郎は、
工部大学校土木科卒業と同時に、琵琶
湖疏水工事に従事。のち北海道の鉄道
開発などを指揮した後、京都帝国大学教
授となり、終生を京都で送った。

疏水分線・哲学の道
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言
う
し
か
な
い
。

　

思
え
ば
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
人
々

も
、
多
く
は
三
十
歳
前
後
の
志
高
き
青
年

だ
っ
た
。
彼
ら
に
続
い
た
明
治
の
経
済
人

や
技
術
者
に
も
、
自
身
の
安
楽
な
ど
考
え

ず
、
国
家
百
年
の
大
計
の
た
め
尽
く
し
た

人
が
多
か
っ
た
。
田
邉
も
そ
ん
な
一
人
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。

疏
水
事
業
に
水
力
発
電
を

加
え
る
「
希
有
ナ
ル
幸
福
」

　

今
は
レ
ー
ル
だ
け
が
残
る
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
を
三
分
の
一
ほ
ど
下
り
、「
ね
じ
り
ま

ん
ぽ
」
の
名
で
知
ら
れ
る
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
る
と
、
右
手
に
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
が

目
に
留
ま
る
。
こ
れ
が
蹴
上
発
電
所
（
第

二
期
建
物
）。

　

日
本
初
の
事
業
用
水
力
発
電
所
と
な
っ

た
蹴
上
発
電
所
（
第
一
期
）
だ
が
、
実
は

当
初
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
ど
う
や
ら
疏
水
工
事
の

最
中
、
水
車
利
用
の
視
察
の
た
め
渡
米
し

た
田
邉
が
、
コ
ロ
ラ
ド
州
ア
ス
ペ
ン
の
銀

山
で
実
用
後
間
も
な
い
水
力
発
電
所
を
見

て
、
急
き
ょ
導
入
を
決
意
し
た
の
だ
と
い

う
。

　

も
っ
と
も
、
田
邉
は
以
前
か
ら
水
力
発

電
に
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
米
国
視
察
も
、

実
は
水
力
発
電
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と

い
う
説
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
初
め

て
水
力
発
電
所
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

即
座
に
そ
の
将
来
性
を
確
信
し
た
田
邉
は
、

工
事
の
一
部
中
断
を
電
報
で
指
示
し
、
帰

国
後
、
直
ち
に
計
画
変
更
を
提
案
。
ア
メ

リ
カ
で
も
よ
う
や
く
実
用
化
し
た
ば
か
り

の
水
力
発
電
を
疏
水
事
業
に
生
か
せ
る
の

は
「
実
ニ
希
有
ナ
ル
幸
福
」
と
主
張
し
た
、

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
素
早
い
決
断
が
日
本
初
の
水
力
発

電
を
京
都
に
も
た
ら
し
た
わ
け
だ
が
、
既

に
着
工
し
て
い
る
公
共
事
業
の
見
直
し
は
、

決
し
て
た
や
す
く
は
な
か
っ
た
は
ず
。
実

際
、
と
り
あ
え
ず
は
規
定
路
線
の
ま
ま
進

め
よ
う
、
と
い
う
声
も
多
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
で
も
将
来
の
た
め
に
「
今
や
ら
な
い

と
」「
自
分
が
や
る
ん
だ
」
と
い
う
田
邉
の
、

痛
切
な
ま
で
の
使
命
感
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
る
。
そ
し
て
青
年
技
師
の
主
張
を
支
持

し
た
当
時
の
京
都
実
業
界
︱
︱
老
舗
の
旦

那
衆
の
心
意
気
に
も
敬
服
す
る
。
こ
れ
を

機
に
、
京
都
は
日
本
初
の
電
気
鉄
道
を
走

ら
せ
、
産
業
の
電
化
も
推
進
し
た
。
加
え

て
日
本
で
は
多
く
の
水
力
発
電
所
が
つ
く

インクライン
琵琶湖疏水建設の主要目的であった舟運確保のため、
蹴上と伏見の２カ所にはインクライン（傾斜鉄道）が建
設された。うち蹴上インクラインは水平距離５８２ｍ、高
低差３６ｍ。三十石船まで搭載可能な台車をケーブルで
上下させるしくみで、動力には蹴上発電所で発電した
電気が用いられた。１８９１年運行開始し、１９４８年に運
行停止したが、現在も形態保存されている。

レンガが、らせん状に積まれた「ねじりまんぽ」
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ら
れ
、
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
恩
恵
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

古
都
で
見
つ
け
た

未
来
へ
の
ヒ
ン
ト

　

田
邉
が
つ
く
っ
た
初
代
の
蹴
上
発
電
所

（
一
八
九
一
年
運
転
開
始
）
は
現
存
せ
ず
、

レ
ン
ガ
造
り
の
第
二
期
は
建
物
だ
け
が
残

る
。
そ
し
て
一
九
三
六
年
に
竣
工
し
た
第

三
期
の
蹴
上
発
電
所
は
、
現
在
、
関
西
電

力
が
管
理
し
、
今
も
現
役
で
京
都
の
街
に

電
気
を
送
り
続
け
て
い
る
。

　

日
本
の
電
力
の
主
役
は
、
そ
の
後
、
水

力
か
ら
火
力
へ
、
さ
ら
に
原
子
力
へ
と
移

り
変
わ
っ
た
が
、
温
暖
化
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
、
環
境
に
優
し
い

水
力
発
電
が
再
び
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
京
都
が
、
百
年
と
い

う
時
を
経
て
「
京
都
議
定
書
」
の
地
に
な

っ
た
の
も
何
か
の
縁
か
も
し
れ
な
い
。
今

な
お
京
都
人
の
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
の

水
力
発
電
所
は
、
ま
さ
に
生
き
た
産
業
遺

産
だ
。

　

発
電
所
を
後
に
し
、
疏
水
に
戻
っ
た
。

豊
か
な
水
を
通
す
ト
ン
ネ
ル
の
洞
門
に
は
、

田
邉
が
揮
毫
し
た
と
い
う
「
藉
水
利
資

4748

蹴上発電所
第１期蹴上発電所は１８９０年に着工され、翌９１年に運転を開始（完成は
１８９７年、出力１７６０ｋＷ）。電力供給地域は当初、発電所から２０町（約
２ｋｍ）以内に限定されていたが、発送電設備の充実により、順次拡大
された。１８９５年には蹴上発電所からの電気を受け、塩小路（現京都駅
前）〜伏見油掛間６.４ｋｍで日本初の電気鉄道が開通した。
また「京都市3大事業」の一環として、１９１２年に第２疏水が完成。同
年、第２期蹴上発電所も運転を開始した（出力４８００ｋＷ）。その後、電
力需要の増大にこたえ、１９３６年に第３期発電所が完成（出力は当初
５７００ｋＷ、現在は４５００ｋＷ）。戦前までは京都市営事業として運営さ
れ、１９４２年、関西配電（関西電力の前身）に移管された。

蹴上発電所（第2期）の正面に掲げられた
「亮天功」（てんこうをたすく）の石額
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人
工
（
水
利
を
か
り
て
人
工
を
た
す
く
）」

の
書
が
見
て
と
れ
る
。

　

資
源
に
恵
ま
れ
な
い
日
本
に
と
っ
て
、

水
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。
だ
か
ら
こ

そ
、
明
治
の
人
も
「
水
の
力
」
で
未
来

を
切
り
拓
こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
国
や

都
市
を
百
年
、
千
年
単
位
で
考
え
る
。
私

た
ち
は
そ
の
た
め
の
知
恵
も
技
術
も
積
み

重
ね
て
き
た
で
は
な
い
か
。
蹴
上
の
地
を

巡
り
な
が
ら
、
先
人
た
ち
が
そ
う
言
っ
て
、

未
来
に
向
け
て
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い

る
気
が
し
た
。
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南禅寺

❷

京都市
美術館

国立近代
美術館

岡崎公園京都会館

平安神宮

蹴上
東山
三条

東
大
路
通

東山
二条

京都市動物園

至銀閣寺

蹴上浄水場

❻

❼
❸

❶

❹

❺

第2疏水

白川

白川

第1疏水

第1疏水

三条通

知恩院前

❶琵琶湖疏水記念館
❷疏水分線・哲学の道
❸水路閣
❹田邉朔郎銅像

❺インクライン
❻ねじりまんぽ
❼蹴上発電所／蹴上変電所

琵琶湖疏水から蹴上発電所（第3期）に水を引いている管
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